
（ 1 ）	 ２ ０ 1 8 年 8 月 5 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 3 8 ２ 号）

名古屋教区公式ホームページ　http://www.nagoya.catholic.jp/

〒461－０００4
名古屋市東区葵 ２丁目6－35
カトリック名古屋教区広報委員会
「教区ニュース」編集部
電話（０5２）935－２２２3
FAX（０5２）935－２２54

印刷所　株式会社 荒川印刷
毎月第1日曜日発行

2018年8・9月
第382号

教区ホームページ

福音の
ひびき

8月の説教者

5 日　年間第18主日
椎尾　匡文

（高蔵寺教会）

12日　年間第19主日
ヨハネス・シューベルト

（神言修道会）

19日　年間第20主日
光山　相泰

（カトリック名古屋教区）

26日　年間第21主日
飯野　耕太郎
（長浦教会）

9月の説教者

2 日　年間第22主日
小川　満

（富山地区教会）

9 日　年間第23主日
ケレハ・ブレンダン

（神言修道会）

16日　年間第24主日
谷上　勝

（稲沢教会）

23日　年間第25主日
ボグスワフ・ノヴァク

（安城教会）

30日　年間第26主日
平田　政信

（小牧教会）

2018年平和旬間・聖体礼拝式　会場教会
8月6日（月） 富山教会 19時開始 平和旬間・10日間聖体礼拝 松浦司教開式ミサ
8月7日（火） Fr. 長谷川 18時終了

8月7日（火） 瀬戸教会 19時開始 平和旬間・10日間聖体礼拝
8月8日（水） Fr. ニコラス 18時終了

8月8日（水） 五反城教会 19時開始 平和旬間・10日間聖体礼拝
8月9日（木） Fr. 大海 18時終了

8月9日（木） 多治見教会 19時開始 平和旬間・10日間聖体礼拝
8月10日（金） Fr. アルディ 18時終了

8月10日（金） 布池教会 19時開始 平和旬間・10日間聖体礼拝
8月11日（土） Fr. 平田（豊） 18時終了

8月11日（土） 安城教会 19時開始 平和旬間・10日間聖体礼拝
8月12日（日） Fr. ボグダン 6時終了 平和旬間・10日間聖体礼拝

　いったん終了

8月12日（日） 布池教会 平和旬間平和行事・司教ミサ
Fr. 平田（豊）

8月12日（日） 一宮教会 19時開始 平和旬間・10日間聖体礼拝
8月13日（月） Fr. 浅井 18時終了

8月13日（月） 南山教会 19時開始 平和旬間・10日間聖体礼拝
8月14日（火） Fr. 新立 18時終了

8月14日（火） 主税町記念聖堂 19時開始 平和旬間・10日間聖体礼拝
Fr. 平田（政）

8月15日（水） 主税町記念聖堂 19時開始 平和旬間・10日間聖体礼拝 松浦司教閉式ミサ
ミサ後終了

一
粒
会
の
集
い
が
６
月
17

日
緑
ヶ
丘
教
会
で
開
か
れ

た
。
今
年
度
か
ら
信
者
全
員

が
会
員
と
な
る
新
制
度
に
変

更
し
て
初
め
て
の
集
い
で

あ
っ
た
が
116
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。
緑
ヶ
丘
教
会
に

と
っ
て
は
久
々
に
大
勢
の

人
々
で
聖
堂
に
入
り
き
れ
な

い
程
で
あ
っ
た
。
ま
ず
一
粒

会
の
西
村
由
美
子
委
員
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
緑
ヶ
丘

教
会
主
任
司
祭
の
ヤ
マ
ス
・

ジ
ュ
ゼ
ッ
プ
神
父
と
一
粒
会

指
導
司
祭
の
平
田
豊
彦
神
父

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
平
田
神

父
は
「
国
内
の
信
徒
数
は
僅

か
40
万
人
で
あ
り
、
名
古
屋

教
区
は
今
、
神
学
生
が
一
人

も
い
な
い
」
こ
と
を
話
さ
れ

た
。第

一
部
の
講
演
会
で
は
、

長
浦
教
会
主
任
司
祭
の
飯
野

耕
太
郎
神
父
が
、『
神
の
恵

み
に
よ
っ
て
今
日
の
私
が
あ

る
の
で
す
』
と
い
う
演
題
で

話
さ
れ
た
。

飯
野
神
父
は
生
い
立
ち
の

中
で
神
様
の
恵
み
を
い
つ
も

感
じ
て
来
た
こ
と
を
話
さ
れ

た
。
鹿
児
島
県
飯
野
村
は
一

途
な
人
が
多
く
、
父
親
が
仕

事
を
辞
め
て
名
古
屋
の
カ
テ

キ
ス
タ
に
来
て
伝
道
師
と

な
っ
た
こ
と
、
名
古
屋
で
は

担
任
に
恵
ま
れ
て
神
学
校
に

入
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
な

ど
、
そ
の
時
々
で
恵
み
を
感

じ
神
様
と
繫
が
っ
て
い
る
と

述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
自
分

の
立
場
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
こ
と
が
、
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
初
め
て
見
え
て
く
る

も
の
が
あ
る
と
、
聖
書
の
例

を
あ
げ
て
証
し
さ
れ
た
。

第
二
部
の
『
司
教
様
と
共

に
捧
げ
る
ミ
サ
』
で
松
浦
司

教
は
「
私
た
ち
は
神
の
国
の

完
成
の
た
め
に
呼
ば
れ
た
こ

と
と
、
小
さ
な
種
が
成
長
し

て
大
木
と
な
る
よ
う
に
私
た

ち
も
そ
の
種
に
な
る
よ
う
」

と
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
多
く

の
司
祭
が
誕
生
す
る
こ
と
を

願
い
、
全
員
で
「
召
命
の
祈

り
」
を
捧
げ
た
。

今
回
の
集
い
で
西
村
委
員

長
か
ら
「
緑
ヶ
丘
教
会
に
は

聖
歌
隊
が
な
い
と
の
事
だ

が
、
信
者
全
員
が
日
頃
聖
歌

練
習
に
熱
心
で
、
今
日
の
聖

歌
も
参
加
者
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
加
え
、
聖
堂
内
は
４
パ
ー

ト
の
大
合
唱
が
響
き
渡
り
、

司
祭
召
命
を
願
う
ミ
サ
が
一

段
と
感
動
的
な
も
の
と
な
っ

た
」
と
喜
び
の
感
想
が
あ
っ

た
。

（
緑
ヶ
丘
教
会 

堀
切
か
ず
こ
）

名古屋教区、神言会・聖霊会JPIC
勉強会シリーズ第3回 

「共に生きる地球家族」
講演者　菊地　功 東京大司教

日　時　9月9日（日）13：30～16：00
　　　　　　　　　 （開場13：00）
場　所　カトリック南山教会マリア館2階
　　　　（地下鉄鶴舞線いりなか駅下車 徒歩5分）
テーマ　 福音に基づいた取り組み
　　　　～今の世界に求められる愛の実践～
主　催　神言修道会・聖霊会 JPIC 委員会
　　　　名古屋教区正義と平和委員会
問合せ　福信館　☎052-935-7180（Fr．竹谷）
　　　　八事聖霊修道院
　　　　　　　　☎052-832-0434（Sr．武田）

名古屋教区平和祈願ミサのお知らせ
“平和を祈ろう”

日　時　8月12日（日）13：30～18：00
会　場　名古屋カテドラルカトリック布池教会
　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23
内　容　第１部
　　　　13：30～「証言」
　　　　14：00～「平和祈願ミサ」
　　　　　　　　 司式　松浦悟郎司教
　　　　第２部 15：30～18：00
　　　　朗読劇「地獄の DECEMBER（12月）
　　　　　　　　～哀しみの南京～」
　　　　主催；「哀しみの南京」を観る会
　　　　場所は布池教会地下ホール
　　　　前売り券 2,000円、当日券 3,000円
主　催　カトリック名古屋教区
問合せ　名古屋教区平和旬間行事実行委員会
　　　　社会福音化推進部　☎052-935-7180

被造物を大切にする世界祈願日
9月2日（9月の第1日曜日）

　回勅『ラウダート・シ　ともに暮らす家を大切に』
（2015年）で、全世界の人に向けて、エコロジー（自
然保護）に取り組むよう訴えた教皇フランシスコ
は、東方正教会にならって、環境保護のための助
けを願う日をカトリック教会の暦に加えました。

世界難民移住移動者の日・献金
9月23日（9月の第4日曜日）

　「世界難民移住移動者の日」には、おもに滞日・
在日外国人、海外からの移住労働者、定住・条約
難民、外国人船員や国際交通機関の乗組員とその
家族のために「祈り・司牧的協力・献金」がささ
げられ、それらは日本カトリック難民移住移動者委
員会を通じて、幅広く支援に役立てられています。

８
月
６
日
㈪
～
15
日
㈬

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間

「
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
は
、

 

将
来
に
対
す
る
責
任
を
担
う
こ
と
で
あ
る
」

 

聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
教
皇

２
０
１
８
年
度
信
徒
協
委

員
総
会
は
、
６
月
23
日
、
70

余
名
の
委
員
、
役
員
が
布
池

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に

集
い
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
、

昨
年
秋
に
臨
時
総
会
を
開
か

な
か
っ
た
事
な
ど
に
つ
い
て

の
滑
川
会
長
の
お
詫
び
と
状

況
報
告
、
信
徒
協
同
伴
司
祭

を
受
け
て
下
さ
っ
た
寺
尾
総

一
郎
神
父
の
「
１
年
に
限
り

共
に
歩
み
ま
し
ょ
う
」
と
の

挨
拶
に
続
い
て
、
松
浦
司
教

が
「
信
徒
協
を
無
く
す
の
で

は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
よ
り

良
く
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

か
、
福
音
宣
教
を
目
指
し
て

生
き
て
い
く
信
徒
協
で
あ
っ

て
欲
し
い
」
と
の
新
た
な
可

能
性
へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ

た
。２

０
１
７
年
度
活
動
と
決

算
報
告
は
、
昨
年
総
会
で
新

し
い
方
向
性
の
議
論
に
集
中

す
る
た
め
1
年
間
活
動
を
停

止
し
、
活
動
費
を
ゼ
ロ
と
し

そ
の
分
を
予
備
費
に
加
算
計

上
し
て
承
認
さ
れ
た
事
実

が
、
明
確
に
報
告
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
事
等
、
今
後
の
議

事
録
確
認
と
そ
の
正
確
な
報

告
を
求
め
ら
れ
た
上
で
承
認

さ
れ
た
。

会
則
改
訂
の
主
要
点
は
、

小
教
区
の
人
的
負
担
を
可
能

な
限
り
減
ら
す
た
め
、
各
小

教
区
に
原
則
１
名
の
信
徒
協

委
員
を
置
き
、
地
域
毎
に
委

員
の
互
選
に
よ
る
役
員
男
女

各
1
名
を
選
ん
で
構
成
す
る

役
員
会
を
最
高
決
議
機
関
と

す
る
事
。
委
員
総
会
は
信
徒

使
徒
職
大
会
と
名
称
を
改

め
、
各
種
報
告
と
承
認
、
全

信
徒
の
自
由
な
意
見
交
換
の

場
と
す
る
事
な
ど
が
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
た
。

２
０
１
８
年
度
活
動
計
画

と
予
算
案
は
、
活
動
の
新
し

い
方
向
性
に
つ
い
て
、
各
地

域
で
の
信
徒
使
徒
職
活
動
の

情
報
を
収
集
整
理
し
、
全

信
徒
に
か
わ
ら
版
や
Ｈ

Ｐ
で
お
知
ら
せ
す
る
事

を
主
な
活
動
と
し
て
教

区
の
活
性
化
を
目
指
す

事
、
ま
た
、
９
月
29
日

午
後
２
時
“
ご
っ
ち
ゃ

ん
神
父
”
後
藤
文
雄
師

の
講
演
を
布
池
セ
シ
リ

ア
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る

事
が
承
認
さ
れ
た
。

 

（
信
徒
協
事
務
局
）

「
信
徒
使
徒
職
協
議
会
の
委
員
総
会
」
報
告

「平和旬間　10日間の聖体礼拝」
～24時間礼拝で、平和のために祈ろう～

平和旬間の聖体礼拝式と会場教会

　昨年は平和旬間の10日間を聖体礼拝で祈ろうという企画が起こ
り、多くの人が主税町記念聖堂を訪れました。この動きは日本各
地で、また世界でも連帯して祈る動きを起こしてくれました。こ
の10日間の聖体礼拝による祈りは、平和旬間の間に行われる全て
の企画につながっています。真の祈りは人々に行動を促し、平和
を実現する力となっていくと考えています。教区としても信徒の
中から自発的におこったこの祈りを続けて行きましょう。
期　間　8月6日（月）～15日（水）の10日間
形　式　 聖体礼拝リレーとして小教区を回ります。一つの小教

区で19時のミサ、続けて24時間の聖体礼拝。翌日18時
に礼拝を終了。その日の19時に次の小教区で同様にミ
サ、続いて聖体礼拝で始まる。

　　　　 8月12日（日）は14時から教区平和祈願ミサに参加する
ために一旦終了します。19時からは次の小教区のミサ
で始まります。

会　場　 会場となる教会は左記一覧表をご覧いただきお越しくだ
さい。この期間中昼夜を問わず聖体が顕示されています。
いつでも祈りに来て下さい。

主　催　平和を祈る実行委員会（司祭と信徒の有志）
問合せ　担当：島袋幹男神父、平田政信神父、中西信人
　　　　（連絡先090-9244-2497）
協　賛　名古屋教区　E メール adoration24nagoya@gmail.com

《
東
海
地
区　

一
粒
会
の
集
い
》

　
「
生
い
た
ち
の
中
で 

神
様
の
恵
み
を

�

い
つ
も
感
じ
て
き
た
」　

信徒協のあり方を話す松浦司教

委員総会であいさつする滑川会長
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信
仰
を
あ
か
し
し
、
世
に
あ
る
責
任
を
果
た
す

第5回『あとから来る者のために』 
原発研修会

　どなたでも、お気軽にご参加ください。
日　時　8月11日（土・祝）13：30～15：00
場　所　カトリック布池教会信徒会館3F
　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23
参加費　200円
主　催　次世代を考える会　　
問合せ　三本木國喜　☎0561-83-5360

平針教会 
第10回文化講演会のお知らせ

　平和旬間にあやかるように、文化講演会を開催します。
多くの方のご参加をお待ちしています。
日　時　9月2日（日）ミサは9：30～
　　　　ミサ後10：45～12：30
場　所　 カトリック平針教会
　　　　日進市赤池町西組116
　　　　（地下鉄平針駅下車、徒歩5分）
演　題　 「平和を祈る」永井隆の生涯

（映像を含む）
講　師　 作家・教育評論家 中

なか

井
い

俊
とし

巳
み

氏（大分市在住）
主　催　カトリック平針教会・壮年会
協　賛　宣教司牧評議会城東ブロック会議
問合せ　平針教会　☎052-803-4110

カトリック広島司教区 2018 平和行事のご案内
期　日　8月5日（日）、6日（月）、9日（木）
場　所　世界平和記念聖堂、エリザベト音楽大学 他
テーマ　What I CAN do for PEACE（平和のためにできること）
平和行事プログラム
8月5日（日）
○13：00～14：30　基調講演　エリザベト音楽大学セシリアホール
　「核兵器をなくすためにできること」川崎　哲

あきら

さんのお話
○15：00～16：30　分科会
　① 被爆証言　朴 南珠（パク ナムジュ）さん（観音町教会）世界平和記念

聖堂
　② 子どもと大人のプログラム「戦争って なぜ 起こるのでしょうね」 

　マリアホール
　③ 青年プログラム「Peace Café 第二弾 ～多様性のなかの一致 

Unity in Diversity ～」　多目的ホール ほか
○ 17：30～18：10　平和の祈り　地下聖堂　平和行進に参加されない方

のためのプログラムです。【日本聖公会との合同プログラム】
○17：30～　祈りの集い　原爆供養塔前（平和記念公園内）
○18：00～　平和行進（原爆供養塔前～本通り～世界平和記念聖堂）
○19：00～20：15　平和祈願ミサ　エリザベト音楽大学セシリアホール
○20：30～21：30　テゼの祈り　世界平和記念聖堂
8月6日（月）
○6：15～ 7：15　宗教者平和の祈り　原爆供養塔前
　 仏教・神道・キリスト教などの宗教者がともに集い、原爆犠牲者を

思い起こし平和を祈ります。
○ 8：00～ 9：00　原爆・すべての戦争犠牲者追悼ミサ　世界平和記念

聖堂
○ 9：30～11：00　映画「Paper Lanterns」上映と森重昭さんの講演　

世界平和記念聖堂
　森重昭さん（被爆米兵捕虜を調査し、オバマ前大統領に伝えた人）
○ 11：00～13：30　ピースウォーク　マリアホール前集合
　世界平和記念聖堂⇒広島城　軍都廣島の爪痕をめぐる。
○ 18：00～　原爆犠牲者のためのスピリチュアルコンサート
　 エリザベト音楽大学セシリアホール REQUIEM（フォーレ作曲） 

＊エリザベト音楽大学同窓会
8月9日（木）「ながさき平和の日」
○11：00～　長崎原爆犠牲者追悼ミサ　地下聖堂
主　催　カトリック広島司教区 教区長　白浜　満 司教
　　　　平和行事実行委員会 実行委員長　栗栖　徹

第
４
回
「
あ
と
か
ら
来
る

者
の
た
め
に
」、
原
発
研
修

会
を
６
月
９
日
、
初
参
加
者

３
人
を
交
え
て
、
福
信
館
会

議
室
で
開
き
ま
し
た
。

今
回
資
料
に
し
た
一
つ

は
、
光
延
一
郎
神
父
（
イ
エ

ズ
ス
会
・
上
智
大
学
）
が
書

か
れ
た
「『
ラ
ウ
ダ
ー
ト
・

シ
』
と
原
発
問
題
」
で
す
。

神
父
は
こ
う
記
し
て
お
ら
れ

ま
す
。「
私
た
ち
は
、恐
怖・

威
嚇
・
虚
構
の
力
で
あ
る
核

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
克
服
し
て
、

い
の
ち
を
生
か
す
本
来
の

力
、
聖
霊
の
力
を
取
り
戻
す

べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
、
原
発
事
故
で
失
わ
れ
た

「
人
間
」
が
回
復
さ
れ
る
よ

う
に
、
被
災
者
と
と
も
に
考

察
を
深
め
、情
報
を
共
有
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
」。

二
つ
目
の
資
料
は
、
２
０

１
１
年
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
で
東
京
・
山
形
に

避
難
し
た
家
族
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
「
き
ら
き
ら
星

ネ
ッ
ト
」（
代
表
：
岩
田
鐵て

つ

夫お

さ
ん
）
の
２
０
１
７
年
度

活
動
記
録
で
す
。
こ
の
中
に

は
、
環
境
基
準
の
数
値
を
都

合
よ
く
変
え
る
こ
と
で
安
全

と
し
、
住
民
に
が
ま
ん
を
強

い
て
い
る
こ
と
や
、
が
ん
患

者
数
を
ご
ま
か
す
な
ど
放
射

能
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
を

隠
し
て
い
る
事
実
な
ど
が
記

載
し
て
あ
り
、
研
修
参
加
者

か
ら
思
わ
ず
た
め
息
が
漏
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
生
活

を
続
け
る
ご
家
族
の
声
、
福

島
に
戻
ら
れ
た
ご
家
族
の

声
、
避
難
し
な
か
っ
た
ご
家

族
の
声
が
紹
介
し
て
あ
り
、

改
め
て
、
福
島
原
発
事
故
の

被
害
の
深
刻
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
最
後
に
、
２
０
１
７

日
本
国
憲
法
で
は
①
国
民

主
権
②
基
本
的
人
権
の
尊
重

③
平
和
主
義
、
こ
れ
を
国
家

が
守
る
べ
き
三
原
則
と
し
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
歴
代

の
自
民
党
政
権
、
そ
し
て
、

現
、
安
倍
政
権
は
守
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
国
民
の
大

多
数
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
教
育
基
本
法
、
秘
密

保
護
法
、
戦
争
法
、
9
条
改

正
、
共
謀
罪
、
働
き
方
改
革

法
、
等
々
。
ま
た
、
沖
縄
基

地
問
題
、
原
発
再
稼
働
、
格

差
拡
大
、
な
ど
も
含
め
て
、

国
民
の
安
心
・
安
全
の
生
活

を
奪
わ
れ
続
け
て
い
る
と
思

う
の
は
私
ば
か
り
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
で
は
、
な
ぜ
、

安
倍
政
権
が
、
独
裁
国
家
と

批
判
さ
れ
て
も
暴
走
し
続
け

る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

6
月
16
日
に
教
区
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
、
正
平
委

主
催
18
年
度
学
習
会
の
第
二

回
目
「
憲
法
」
で
講
演
者
の

猪
瀬
俊
雄
元
裁
判
官
（
高
蔵

寺
教
会
信
徒
）
は
、
そ
の
原

因
、
隠
れ
た
日
本
統
治
の
仕

組
み
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

１
，「
日
米
安
保
条
約
」

１
９
５
１
年
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
平
和
条
約
締
結
同

日
、
秘
密
裏
に
米
国
と
の
安

保
条
約
が
全
権
大
使
の
一
人

吉
田
茂
の
独
断
で
結
ば
れ

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
米
軍
の

軍
事
行
動
優
先
、
つ
ま
り
、

日
本
国
憲
法
の
上
に
安
保
条

約
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
事
実
上
、
米
国
の
植
民

地
と
言
え
る
。

２
，
日
米
合
同
委
員
会

駐
留
米
軍
の
日
本
国
内
に

お
け
る
権
利
そ
の
他
は
「
日

米
地
位
協
定
」
で
定
め
ら
れ

て
い
る
。

米
軍
人
の
犯
罪
者
の
裁

判
、
引
き
渡
し
な
ど
。
沖
縄

で
の
米
軍
犯
罪
者
を
日
本
で

裁
く
こ
と
の
出
来
な
い
根
拠

と
な
っ
て
い
る
。
協
定
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
「
日
米
合

同
委
員
会
」
で
協
議
す
る
の

で
あ
る
が
、
秘
密
裏
、
非
公

開
と
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ

る
密
約
と
言
う
べ
き
物
。
我

が
物
顔
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

行
や
高
江
で
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド

強
行
建
設
、
等
も
納
得
が
行

く
。
こ
こ
に
、憲
法
や
立
法
、

行
政
府
を
越
え
た
憲
法
違
反

の
秘
密
の
権
力
が
あ
る
と
言

え
る
。

３
，
米
国
の
植
民
地

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和

条
約
締
結
に
よ
り
日
本
国
は

正
義
と
平
和
委
員
会
の
学
習
会

第
２
回
講
演
会

安
保
条
約
法
体
系
の
違
憲
性

グレゴリオ聖歌による死者のためのミサ
日　時　11月11日（日）14：00より
場　所　カトリック東山教会　名古屋市千種区唐山町1-52
交　通　地下鉄東山線「東山公園」下車
　　　　4番出口より徒歩6分
司　式　暮林　響神父（神言修道会）
問合せ　グレゴリオ歌う会
　　　　菅沢淳子　☎0561-84-9156

日
頃
よ
り
、
福
信
館
炊
き

出
し
へ
ご
理
解
と
ご
協
力
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
お
陰
様
で
、
18
年
度
６

月
ま
で
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
た

ち
の
生
き
る
力
の
一
助
と

な
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
福

信
館
で
は
２
０
０
０
年
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
さ
し
ま
共
生
会
と

協
力
し
て
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の

方
た
ち
の
「
自
律
」
支
援
活

動
、
炊
き
出
し
、
医
療
、
パ

ト
ロ
ー
ル
、居
宅
支
援
、等
々

を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、

東
北
大
地
震
を
は
じ
め
大
災

害
が
重
な
り
、
緊
急
援
助
が

繁
茂
に
呼
び
か
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
福
信
館
炊

き
出
し
へ
の
援
助
は
徐
々
に

減
少
。
つ
い
に
は
18
年
度
６

月
末
に
は
皆
無
状
態
で
す
。

16
年
度
４
月
に
教
区
宣
教
司

牧
評
議
会
で
活
動
資
金
の
枯

渇
を
訴
え
、
緊
急
募
金
を
呼

び
か
け
ま
し
た
が
、
芳
し
く

な
く
、
そ
し
て
、
つ
い
に
今

回
の
事
態
に
な
っ
た
次
第
で

す
。
現
在
、
福
信
館
で
は
月

約
30
万
円
の
経
費
を
何
と
か

捻
出
し
て
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
持
ち
ま

せ
ん
。
炊
き
出
し
は
ホ
ー
ム

レ
ス
の
方
や
生
活
保
護
受
給

者
、
年
金
生
活
者
な
ど
平
均

150
名
（
女
性
15
名
）
が
利
用

さ
れ
、
訴
え
を
聴
き
、
病
気

の
治
療
、
居
宅
保
護
に
よ
り

「
自
律
」
の
一
歩
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
確
か
に
、
名
古

屋
市
の
報
告
の
よ
う
に
「
見

え
る
ホ
ー
ム
レ
ス
」
は
減
り

ま
し
た（
２
０
０
３
年
約
１
，

７
０
０
人
か
ら
２
０
１
７
年

約
230
人
）
が
、
所
謂
、
貧
困

ビ
ジ
ネ
ス
の
宿
舎
や
ネ
ッ
ト

カ
フ
ェ
で
過
ご
す
「
隠
れ

ホ
ー
ム
レ
ス
」
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
た
ち
は

自
然
災
害
の
被
災
者
と
は
異

な
り
社
会
構
造
か
ら
必
然

的
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、「
自
己
責

任
」
に
さ
れ
、
蔑
ま
れ
、
切

り
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

す
ま
す
格
差
が
拡
が
り
、
失

業
、
病
気
、
他
で
貧
困
に
な

り
、
セ
ー
フ
ネ
ッ
ト
の
な
い

ゆ
え
に
ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
社
会
の
あ
る

限
り
、
炊
き
出
し
を
必
要
と

す
る
人
は
増
加
す
る

一
方
で
す
。
苦
難
に

あ
る
人
た
ち
と
共
に

よ
り
そ
う
は
ず
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
炊

き
出
し
活
動
に
、
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

郵
便
振
替　

０
０
８

７
０

－

４

－

９
３
２

２
８

加
入
者　
　

福
信
館

～
～
資
金
が
底
を
つ
き
ま
し
た
～
～

福
信
館
炊
き
出
し
緊
急
募
金
の
お
願
い

 

代
表　

竹
谷　

基
神
父

年
10
月
25
日
、
東
京
地
裁
で

行
わ
れ
た
「
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
被
害
東
京
訴

訟
第
25
回
期
日
結
審
」
の
最

終
意
見
陳
述
は
中
学
生
が
し

た
の
で
す
が
、
掲
載
さ
れ
て

い
る
陳
述
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。「
原
発
に
よ
っ
て
儲

か
っ
た
の
は
大
人
、
原
発
を

作
っ
た
の
も
大
人
だ
し
、
原

発
事
故
を
起
こ
し
た
原
因
も

大
人
。
し
か
し
、
学
校
で
い

じ
め
ら
れ
る
の
も
、「
将
来

病
気
に
な
る
か
も
…
」
と

不
安
に
思
い
な
が
ら
生
き
る

の
も
、
家
族
が
離
れ
離
れ
に

な
る
の
も
僕
た
ち
子
ど
も
で

す
」「
東
京
電
力
や
国
の
大

人
た
ち
は
「
あ
な
た
の
地
域

は
も
う
大
丈
夫
で
す
の
で
安

心
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ

て
、
危
険
が
あ
る
と
こ
ろ
へ

戻
さ
せ
て
い
ま
す
。
で
も
、

僕
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
病

気
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
頃

に
は
、
僕
た
ち
を
無
理
や
り

危
険
な
場
所
に
戻
ら
せ
た
大

人
た
ち
は
死
ん
で
し
ま
っ
て

い
て
、
も
う
い
な
い
。
そ

ん
な
の
ひ
ど
く
な
い
で
す

か
？
」。

 

（
次
世
代
を
考
え
る
会
）

主
権
を
取
り
戻
し
た
は
ず
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
安
保
条
約

に
よ
り
米
軍
へ
の
基
地
提
供

に
よ
り
、植
民
地
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
米
国
の
言
い
な

り
に
な
る
し
か
な
く
、
軍
事

兵
器
を
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
買
わ

さ
れ
、
基
地
の
あ
る
沖
縄
、

そ
の
他
の
住
民
を
犠
牲
に
し

続
け
る
国
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。

４
，
憲
法
改
正

現
憲
法
を
守
る
こ
と
は
当

然
だ
が
、
憲
法
違
反
で
あ
る

日
米
安
保
条
約
を
改
正
し
な

け
れ
ば
超
法
規
的
「
日
米
合

同
委
員
会
」
の
言
い
な
り
に

な
る
し
か
な
い
。
国
民
一
人

ひ
と
り
が
権
力
の
二
重
構
造

に
気
付
き
、
廃
止
へ
の
声
を

上
げ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

（
文
責
：

 

竹
谷 

基
神
父
、
正
平
委
）

※
当
日
の
レ
ジ
ュ
メ
が
残
っ
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は

正
平
委
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
４
回
「
あ
と
か
ら
来
る
者
の
た
め
に
」

原
発
研
修
会
の
ご
報
告

福信館の炊き出し活動をするボランティアの皆さん



（ 3 ）	 ２ ０ 1 8 年 8 月 5 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 3 8 ２ 号）

信
仰
を
あ
か
し
し
、
世
に
あ
る
責
任
を
果
た
す

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

2017年度決算
収入の部　　収入源は、全小教区からのミサ献金、維
持費献金の11％からなる本部維持献金と修道会からの
献金です。不足分は一般積立から繰入ていますが、一
般積立の原資は名古屋教区が運営する文化センターか
らの繰入金です。昨年度の文化センターの決算は赤字
でしたが、資金を取り崩して一般積立に480万円を繰
り入れています。このまま文化センターの赤字が続く
と一般会計の経費の不足分を補填できないことが懸念
されます。
支出の部　　支出の主なものは、名古屋教区が教会法
上の教区本部と宗教法人としての機能を果たしていく
上で必要な本部事務局の職員の人件費とその施設の維
持管理費です。

2018年度予算　　カトリック名古屋教区と教区内で
司牧する各修道会、宣教会の司祭の生活費の見直しが
名古屋司教と各修道会、宣教会管区長との間で合意さ
れ2018年度から施行されました。その結果、教区司祭
が司牧する小教区及び、修道会、宣教会が司牧する小
教区は、あらかじめ算定された小教区司牧司祭生活費
相当分を司牧協力分担金として教区本部に納入して頂
き、教区本部から教区司祭生活費と各修道会、宣教会
に司牧協力献金に分けて配分することになりました。
　なお、本部維持費11% は司牧協力分担金とは別に納
入して頂きます。
収入の部　　司牧協力分担金の科目が新たに追加され
ました。
支出の部　　司牧協力献金（修道会宛）と教区司祭生
活費の科目が新たに追加されました。

繰越金の誤差について　　名古屋教区の法人規則に従
い、予算は毎年3月末の責任役員会で決定し、評議員
会の同意を得ます。その時点では前年度の決算が確定
しないため、次期繰越額は仮決算に基づきます。決算
は5月末の責任役員会で決定し、評議員会の同意を得
ます。この時点で前期繰越額が確定されます。2017年
度の次期繰越額と、2018年の前期繰越額の誤差はその
ために生じております。

会計報告の今後　　名古屋教区の本部会計口は一般会
計の他に積立会計や特別会計など13の事業部会計があ
ります。今回は司祭の生活費を一般会計に繰り入れま
したが、今後も順次教区全体の財政状況をお知らせす
る方針です。

終わりに　　2018年度から、司教教書に基づき、教区
で働く司祭は教区全体で支えるという方針を具体化し
ます。修道会、宣教会司祭が司牧する小教区の皆様に
は負担感が大きいとは思いますが、名古屋教区司祭が
司牧する小教区では10年以上この方式を継続している
実績があります。
　経済状況が逼

ひっぱく

迫する中でのご協力に、改めて感謝申
し上げますと共に、信徒の皆様の上に神様の祝福をお
祈り申し上げます。
 （名古屋教区司教　松浦悟郎）　　
 （名古屋教区会計担当　平田豊彦）

名古屋教区一般会計報告

2017年度収支決算書の要約
２０17年 4 月 1 日から２０18年 3 月31日まで

（単位：円）

2018年度収支予算書の要約
２０18年 4 月 1 日から２０19年 3 月31日まで

（単位：円）

収入の部
本部維持献金 25,771,182

信徒協献金 997,183
その他献金・寄付金 384,096
修道会分担金 2,600,000
雑　収　入 9,249
繰入金収入 4,209,652
　当期収入合計（A） 33,971,362
　前期繰越収支差額 △　148,012
　収　入　合　計（B） 33,823,350
支出の部
活動費管理費 26,835,146

人　件　費 10,870,262
儀典集会費 477,723
研　修　費 40,000
図書印刷費 188,599
分　担　金＊1 3,470,000
寄　付　金 150,619
その他活動費 1,205,180
修　繕　費 147,498
賃　借　料 2,363,364
会　議　費 93,664
慶弔渉外費 151,641
旅費交通費 463,650
通信運搬費 650,177
備品・消耗品費 870,615
水道光熱費 1,291,473
保　険　料 181,940
その他管理費 4,218,741

什器備品購入支出＊2 2,297,160
委員会助成金支出 3,717,097
福信館等助成金支出 782,268

　当期支出合計　　　　 （C） 33,631,671
　当期収支差額　　 （A）－（C） 339,691
　次期繰越収支差額（B）－（C） 191,679

＊1 高松教区支援分担金　　800,000円
　　中央協分担金　　　　2,670,000円
＊2 空調機（西蟹田集会所）、印刷機

収入の部
本部維持献金 24,815,000
司牧協力分担金 70,185,000
信徒協献金 500,000
その他献金・寄付金 290,000
修道会分担金 2,500,000
雑　収　入 50
繰入金収入 6,900,000
　当期収入合計（A） 105,190,050
　前期繰越収支差額 79,000
　収　入　合　計（B） 105,269,050
支出の部
活動費管理費 28,890,000

人　件　費 11,200,000
儀典集会費 520,000
研　修　費 100,000
図書印刷費 250,000
分　担　金＊ 3,500,000
寄　付　金 600,000
その他活動費 1,050,000
修　繕　費 1,000,000
賃　借　料 2,650,000
会　議　費 150,000
慶弔渉外費 270,000
旅費交通費 1,000,000
通信運搬費 700,000
備品・消耗品費 700,000
水道光熱費 1,250,000
保　険　料 190,000
その他管理費 3,760,000

司牧協力献金（修道会宛） 52,000,000
教区司祭生活費 18,185,724
什器備品購入支出 0
委員会助成金支出 4,432,500
福信館等助成金支出 760,000
予　備　費 1,000,826
　当期支出合計　　　　 （C） 105,269,050
　当期収支差額　　 （A）－（C） △　79,000
　次期繰越収支差額（B）－（C） 0

＊カトリック中央協議会分担金　2,670,000円
　高松教区支援分担金　　　　　　800,000円
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2017年度　各小教区諸献金・本部納付金一覧表
（単位：円）

教会・施設名 広報の日 聖ペトロ 聖地献金 難民移住移動 世界宣教 宣教地召命 世界こども 四旬節 新教会建設 諸献金合計 本部維持費

熱田教会 18,409 19,508 39,629 22,210 20,590 23,020 52,085 97,567 31,220 324,238 486,620

恵方町教会 ――   8,000 5,000 5,000 7,000 4,000 7,000 12,200 10,000 58,200 353,370

押切教会 2,000 8,731 13,500 12,000 2,000 ――   7,840 217,922 ――   263,993 230,547

五反城教会 20,215 32,200 32,620 18,642 32,529 22,410 24,667 24,603 45,855 253,741 650,635

城北橋教会 7,100 13,500 21,310 ――   20,990 14,274 43,934 137,010 26,000 284,118 942,384

膳棚教会 23,100 16,800 14,000 16,800 18,790 13,300 30,813 51,420 11,800 196,823 276,105

鳴海教会 7,396 13,623 9,850 10,590 4,840 2,910 2,800 28,197 ――   80,206 474,760

南山教会 33,068 28,400 19,260 51,275 45,219 69,943 119,218 100,883 151,762 619,028 2,564,170

布池教会 16,125 22,771 53,889 16,584 20,959 16,275 15,320 176,402 39,124 377,449 2,173,908

東山教会 24,914 28,496 5,100 34,408 30,883 34,571 57,028 19,800 10,400 245,600 671,082

日比野教会 25,783 31,064 4,100 50,558 17,242 26,258 21,109 24,935 13,000 214,049 431,104

緑ケ丘教会 16,977 7,170 17,301 17,000 11,132 11,520 12,340 11,820 4,270 109,530 230,345

港教会 18,885 24,085 23,339 25,000 12,754 13,845 25,000 ――   ――   142,908 725,285

名東教会 1,065 1,000 1,900 2,300 2,600 1,000 1,700 6,050 ――   17,615 130,638

守山教会 11,260 9,876 11,022 10,344 7,400 7,500 8,110 42,130 12,000 119,642 161,520

八熊教会 ――   10,000 ――   20,271 16,200 20,573 27,823 33,431 ――   128,298 167,982

安城教会 15,000 16,000 20,000 20,000 15,000 15,000 20,000 35,000 25,000 181,000 536,565

一宮教会 5,633 13,500 11,120 38,964 23,401 41,814 14,161 104,025 33,092 285,710 1,107,811

稲沢教会 3,080 1,110 4,745 3,371 2,230 2,755 5,010 16,730 8,690 47,721 123,696

津島教会 5,750 3,000 5,931 3,380 3,000 1,710 3,200 8,812 3,490 38,273 90,130

岡崎教会 23,425 25,744 12,536 13,121 32,100 25,543 34,982 28,105 39,200 234,756 703,431

春日井教会 33,000 30,000 33,000 33,000 33,000 33,000 15,000 25,000 20,000 255,000 429,666

刈谷教会 10,000 7,000 ――   ――   10,000 ――   16,000 12,000 20,000 75,000 533,498

高蔵寺教会 8,400 8,645 19,210 25,300 5,600 7,600 18,600 95,890 17,850 207,095 368,470

江南教会 13,291 11,900 16,000 14,920 7,955 9,370 13,000 45,300 24,073 155,809 342,266

小牧教会 9,436 11,300 12,130 8,267 8,810 12,761 16,206 19,360 30,603 128,873 411,686

聖心教会 45,500 28,360 22,610 37,200 39,800 42,250 43,200 58,000 40,500 357,420 674,780

瀬戸教会 39,427 39,276 15,797 30,880 33,088 40,926 55,101 31,395 25,600 311,490 645,687

東海教会 10,062 14,161 20,853 21,130 10,374 8,697 21,962 200,480 3,300 311,019 316,312

豊橋教会 42,000 61,940 40,800 54,772 41,000 36,345 68,000 103,325 30,000 478,182 922,420

長浦教会 4,000 6,200 7,000 9,000 4,500 4,400 19,000 18,000 9,500 81,600 157,557

半田教会 4,030 5,301 849 6,800 8,660 5,500 9,525 44,175 6,250 91,090 278,573

平針教会 20,213 18,701 9,426 16,676 19,466 20,646 18,901 69,557 ――   193,586 633,645

大垣教会 6,952 9,350 13,010 5,600 5,900 10,776 6,277 8,380 7,640 73,885 361,125

岐阜教会 38,600 36,600 62,300 48,000 41,500 43,130 33,600 103,000 44,000 450,730 720,301

各務原教会 15,730 14,217 8,030 12,111 ――   10,000 10,000 53,048 5,000 128,136 297,932

多治見教会 2,200 3,000 7,610 13,000 7,414 5,000 9,500 20,000 7,120 74,844 965,463

瑞浪教会 5,000 5,000 5,000 5,000 3,800 4,000 5,000 12,540 ――   45,340 78,745

美濃加茂教会 9,000 8,000 17,827 9,850 7,100 6,000 8,000 21,300 11,600 98,677 437,459

金沢教会 70,427 59,619 47,536 80,349 85,756 ――   55,024 112,857 44,731 556,299 1,402,835

小松教会 7,000 5,000 5,000 8,000 5,000 10,000 5,000 5,000 ――   50,000 119,790

七尾教会 4,490 4,060 ――   ――   4,105 4,270 6,610 19,500 ――   43,035 99,848

三馬教会 ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   3,000 3,000 225,203

松任教会 ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   0 7,566

輪島教会 ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   0 16,422

敦賀教会 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 8,000 4,000 40,000 227,213

小浜教会 800 540 ――   ――   ――   ――   ――   ――   ――   1,340 18,787

福井、大野教会 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 34,350 45,310 32,100 171,760 324,555

鯖江教会 5,000 5,000 ――   5,000 5,000 5,000 5,000 127,000 5,000 162,000 261,293

魚津教会 4,400 2,500 3,850 6,200 4,500 4,300 4,400 ――   ――   30,150 153,458

小矢部教会 6,900 ――   ――   8,230 ――   ――   ――   ――   4,500 19,630 126,257

高岡教会 5,225 6,900 15,469 7,034 7,601 10,609 5,600 15,055 ――   73,493 202,373

富山教会 19,437 23,730 17,959 31,826 27,794 51,341 52,368 135,021 ――   359,476 650,161

その他 5,000 5,000 ――   5,000 5,000 5,000 900,778 327,917 ――   1,253,695 0

計 738,705 779,878 741,418 908,963 793,582 773,142 1,994,142 2,913,452 861,270 10,504,552 25,643,434

※「その他」とは小教区以外の学校、幼稚園、修道会・宣教会からの献金です。
※この表は2017年4月1日から2018年3月31日までに各小教区から教区本部に着金した金額を記載したものです。
※四旬節献金など会計年度をまたがって教区本部に入金された場合には二年度分記載されることもあります。
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主にささげる24時間～聖体礼拝
毎月第2・第4（木） 19：00 ～ （金） 19：00　主

ち か ら

税町
まち

記念聖堂
問合せ　☎ 052-935-2223（教区事務所） 

090-1623-1170（平田政信神父）

聖パウロ女子修道院（聖パウロ書院）からお知らせ

ロザリオの祈り
日　時　毎月第2日曜日　14：00～（40分程度）
　　　　8月はお休み　　9月9日（日）
連絡先　聖パウロ書院
　　　　☎052-936-4443 Fax 052-799-4461

第10回　平和祈念の集い
広島・長崎・終戦の回想

　平和をつなぐため、命の尊厳を守るため、福音を告
げ知らせるだけでなく、この地を神の御国と願い、自
分を守ることを乗り越えて今問われる私たちの選びは
何か？　私たちの決意は？　今年はシーゲル神父様の
お話を伺い、共に考え共に祈りましょう。
日　時　8月5日（日）13：30～15：30
場　所　カトリック南山教会マリア館ホール2階
　　　　名古屋市昭和区南山町1
　　　　地下鉄鶴舞線「いりなか」駅下車徒歩5分
内　容　講話： マイケル・シーゲル神父 

（神言修道会 南山大学教授）
　　　　テーマ：「力による平和の落とし穴」
　　　　合唱：南山教会聖歌隊
　　　　戦争体験を語る：南山教会信徒
　　　　聖書朗読、共同祈願、平和を求める祈り 等
主　催　南山教会有志・他有志（代表：井爪謙治）
連絡先　☎・Fax 052-831-7719（いづめ）

名称変更のお知らせ
　名古屋教区社会福祉委員会は7月1日より名称が下記
の通り変更となりました。ご協力いただいています募
金や献金の口座名、振込番号の振込用紙等も変更となっ
ていますのでお知らせします。
　新委員会名　　　名古屋教区カリタス福祉委員会
　　　　　　　　　委員長　山野聖嗣（O.S.A）
　新郵便振替番号　００８２０－５－１３７４５６
　口座名儀　　　　 カトリック名古屋教区カリタス福祉

委員会
なお、住所、電話番号、Fax 番号に変更はありません。
問合せ　名古屋教区カリタス福祉委員会
　　　　☎052-852-1426

2018年名古屋教区合同追悼ミサのご案内
　名古屋教区合同追悼ミサをご案内申し上げます。皆様お誘
い合わせのうえご参加下さい。
◆名古屋市立八事霊園内　カトリック名古屋教区霊園
　日　時　9月24日（月・振休）14：00（雨天中止）
◆東八事霊園内　第一カトリック墓地
　日　時　10月14日（日）13：00　 灌水・献香に続いてミサ 

（雨天中止）
◆東八事霊園内　第二カトリック墓地
　日　時　11月4日（日）14：00（雨天中止）

【雨天中止について】
※当日の NHK の朝の天気予報で午後はっきり雨と予想された
場合には、合同追悼ミサは中止。当日11：00まで教区事務所で
電話のお問い合わせに対応させていただきます。また中止の場
合には12：00に現地に追悼ミサ中止の看板を設置いたします。
　駐車場には限りがあり霊園内への自動車での入場をお断りす
る場合もあります。公共交通機関をご利用くださいますようお
願いいたします。
問合せ　名古屋市東区葵2丁目6-35
　　　　カトリック名古屋教区本部事務局内
　　　　カトリック霊園管理事務所　☎052-935-2223
　　　　　　　　　　　　　　　　　Fax 052-935-2254
＊お願い＊
○名古屋市霊園管理事務所のご指導により墓地への納骨の際
は、申請・許可が必要です。
八事霊園の方は、事前に教区本部事務局墓地係までお知らせ
下さい。東八事霊園の方は管理会社（株）名古屋浄苑（052-
831-1370）までお問い合わせください。

カルメル修道会　一日静修　in 名古屋
―カルメル会士とともに過ごす聖母の土曜日―

日　時　9月15日、10月27日、11月17日、12月8日
　　　　いずれも土曜日、13：00～17：00
　　　　講話・黙想・ミサ・教会の祈りなど。
場　所　カルメル修道会 日比野（本部）修道院
　　　　（カトリック日比野教会）
交　通　地下鉄名港線日比野駅下車 徒歩 約8分
その他　参加の事前連絡は不要。直接お越し下さい。
　　　　当日は千円程度のご寄付をお願いします。
問合せ　男子跣足カルメル修道会　一日静修係
　　　　Fax 052-681-6445
　　　　E-mail: hibino@carmel.or.jp

北陸地区　一粒会の集いご案内
　一粒会の集いを北陸地区で開催します。
　どなたでもご参加ください。
日　時　8月26日（日）　14：00～16：30終了予定
場　所　カトリック金沢教会（石川県）　金沢市広坂1-1-54
内　容　（第一部）講演会
　　　　講師： 飯野耕太郎神父（長浦教会主任司祭）
　　　　演題： 「神の恵みによって今日の私があるのです」
　　　　（第二部）司教ミサ　松浦悟郎司教
問合せ　一粒会委員長　西村由美子　☎ /Fax 0561-54-9754

“ごっちゃん”神父のお話

日　時　9月29日（土）14：00～
会　場　 布池文化センター（3号館3階セシリアホール）
　　　　名古屋市東区葵1丁目12-23
講　師　後藤文雄神父（吉祥寺教会・神言会）
ご自由にご参加下さい。入口に募金箱を置きますのでご協
力お願いします。
主　催　名古屋教区信徒使徒職協議会
　　　　☎・Fax 052-933-3435

速報
15th AJU ワインフェスタ in 多治見修道院
日　時　11月3日（土・祝）　 9：30開場、10：00開始 ～

14：30終了
場　所　神言会多治見修道院　岐阜県多治見市緑ヶ丘38
内　容　 ワインセミナー／島幸子（ソムリエール）を

予定、新酒ワイン販売、等
参加費　 事前購入3,000円（当日購入3,500円）ワイン

1本付き、記念ワイングラス付き、なお未成
年者は入場無料

交　通　 JR 多治見駅北口より午前9時よりシャトルバ
スを運行予定

主　催　 社会福祉法人AJU自立の家　AJUワインフェ
スタ実行委員会

問合わせ　☎0568-79-3001　Fax 0568-79-3002
　　　　E-mail: komakiwinery@aju-cil.com
　　　　 小牧ワイナリー内　AJU ワインフェスタ実行

委員会
　　　　詳細が決まりましたら順次お知らせいたします。

第59回日本カトリック看護協会 
全国大会 in 名古屋

大会テーマ「共に生きる」

日　時　10月5日（金）12：30 ～ 10月6日（土）12：30
場　所　聖霊病院　名古屋市昭和区川名山町56
講演テーマと講師
　　　　基調講演「輝くいのちへの奉仕」
　　　　　松浦悟郎師（カトリック名古屋教区司教）
　　　　講演1「ケニアにおけるエイズ予防活動」
　　　　　内海　眞氏
　　　　講演2「かけがえのない大切ないのち」
　　　　　　　～福島南相馬市の現状～
　　　　　南原摩利氏
対　象　看護師及び医療従事者
参加費　講演費10,000円（両日）、懇親会あり参加費5,000円
申込み　 日本カトリック看護協会（JCNA）ホームページをご

覧ください。ご不明な点は問い合わせ先に連絡をお
願いします。

締め切日　8月31日（金）　　入金締切日　9月10日（月）
主　催　日本カトリック看護協会
問合せ先　☎052-832-1181　Fax 052-832-3744
　　　　E-mail: jcna.nagoya@gmail.com
　　　　日本カトリック看護協会名古屋支部
　　　　大会責任者・河村敦子　平日の9：00～17：00
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詰
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戦
争
体
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を
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し
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は
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し
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。
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く
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。
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れ
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鶴
の
お
母
さ

ん
た
ち
の
「
ご
苦
労
さ
ん
で

し
た
」
の
歓
迎
に
、
こ
れ
な

ら
家
族
も
非
国
民
扱
い
さ
れ

な
い
だ
ろ
う
と
安
堵
し
た
こ

と
を
今
も
は
っ
き
り
覚
え
て

い
る
。
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。
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8
月
の
教
会
暦

１
日
㈬�
聖
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
（
リ
ゴ
リ
）

司
教
教
会
博
士
（
記
）

４
日
㈯�

聖
ヨ
ハ
ネ
・
マ
リ
ア
・
ビ
ア
ン

ネ
司
祭
（
記
）

５
日
㈰�

年
間
第
18
主
日

６
日
㈪�

主
の
変
容
（
祝
）

６
日
㈪
～
15
日
㈬

�

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間

８
日
㈬�

聖
ド
ミ
ニ
コ
司
祭
（
記
）

10
日
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聖
ラ
ウ
レ
ン
チ
オ
助
祭
殉
教
者

（
祝
）

11
日
㈯
㈷
聖
ク
ラ
ラ
お
と
め
（
記
）

12
日
㈰�

年
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日

14
日
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聖
マ
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シ
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リ
ア
ノ・マ
リ
ア・

コ
ル
ベ
司
祭
殉
教
者
（
記
）

15
日
㈬�

聖
母
の
被
昇
天
（
祭
）

19
日
㈰�

年
間
第
20
主
日

20
日
㈪�

聖
ベ
ル
ナ
ル
ド
修
道
院
長
教
会

博
士
（
記
）

21
日
㈫�

聖
ピ
オ
十
世
教
皇
（
記
）

22
日
㈬�

天
の
元
后
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マ
リ
ア
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記
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24
日
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ル
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ロ
マ
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徒
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司
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司
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広
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６
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＊

６
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＊
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／
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㈷
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／
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＊
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＊
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岐
Ｂ
会
議

20
日
㈪
～
24
日
㈮　

教
区
司
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想
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26
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北
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地
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司
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司
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５
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／
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達成率
約72.1％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

582件 28,853,675円
（6月末）目標額 40,000,000円
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『毎月第1土曜日・ロザリオの集い』
日　時　毎月第1土曜日　13：00～
場　所　カトリック押切教会 名古屋市西区名西1-12-5
司　祭　島袋幹男神父、他
スケジュール
　13：00～聖体賛美式・ゆるしの秘跡・ロザリオの祈り
　14：00～ミサ
　15：00～聖母マリアの汚れなきみ心への奉献の祈り
　15：30～お茶タイム
主　催　ロザリオの集いの会
問合せ　高木光男　☎090-5451-4775

カトリック五反城教会オルガン設置40周年記念

名古屋オルガンの秋2018
ドイツ20世紀のオルガン作品

～ケルンで活躍した作曲家たち～

日　時　10月21日（日）15：30～
会　場　カトリック五反城教会
　　　　名古屋市中村区二瀬町27 ☎052-412-3456
交　通　地下鉄東山線「岩塚駅」2番出口より徒歩5分
演　奏　H. シュレーダー第1ソナタ（1957）
　　　　W. シュトックマイヤー Pro（1978）、他
オルガン　吉田文
入場料は無料。演奏会後に皆様の任意のご寄付を
お願いします。
主　催　名古屋オルガンの秋実行委員会
問合せ　二宮音楽事務所　☎052-505-0151

正義と平和委員会の学習会
　11月23日（金・祝）・24日（土）に名古屋教区で開催する
正義と平和全国集会に向けた事前学習会です。
○8月18日（土）13：30～15：30
　テーマ　「天皇制」　講師　シスター三好（援助修道会）
○10月20日（土）13：30～15：30
　テーマ　「沖縄」　講師　浅見裕子（フォトジャーナリスト）
○11月17日（土）13：30～15：30
　テーマ　「原発」　講師　河田昌東（チェルノブイリ救援中部）
会　場　いずれも名古屋教区センター2F
主催・問合せ　教区正義と平和委員会　Fax 052-935-7195

AJU 自立の家第27回ウェルフェアコンサート
coba アコーディオンの夕べ
スペシャルゲスト　LOVE

　今年はアコーディオニストの coba さんとそのバンド。
スペシャルゲストに LOVE さんをお迎えしてのコンサー
トです。高度な演奏テクニックで新しいサウンドを発信、
世代を越えて楽しめるアコーディオンコンサートです。
日　時　9月10日（月）　開場18：00　開演18：30
場　所　 名古屋大学　豊田講堂　名古屋市千種区不老町

（地下鉄名古屋大学下車、徒歩3分）
入場料　（全席指定）　 A 席6,000円／ B 席5,000円／ 

C 席4,000円／車いす席4,000円
主　催　AJU 自立の家後援会
後　援　愛知県、名古屋市、名古屋大学
問合せ　AJU 自立の家後援会事務局
　　　　〒466-0037　名古屋市昭和区恵方町2-15
　　　　☎052-841-5554　Fax 052-841-2221
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東日本大震災・災害支援金の報告 カリタス福祉委員会
　発災時より、名古屋教区カリタス福祉委員会（旧・社会福祉委員
会）へ振込まれました支援金を下記の通りご報告いたします。暖か
いご支援に心より感謝いたします ! ! （振込手数料引去後の金額）

単月明細 2011. 3. 17 発災から
2018. 6. 30までの合計項目 6/1～6/30

収入
支援金総額（※） 31,002 29,689,559

収入合計 31,002 29,689,559
支出
カリタスジャパンへ 11,335,367
さいたま教区・災害支援金へ 1,000,000
カリタス南相馬ベース支援 1,779,450
福島移住女性支援ネットワーク 490,000
福島被災地（狩浦神父活動）支援 100,000
大阪教会管区（大船渡・南三陸）支援 14,006,234
オールジャパン会議交通費 123,620
大船渡ベースへ車いす４台贈呈 123,200
大船渡ベースへピアノ贈呈 58,800
ベース支援ボランティア交通費補助 491,150
災害支援金口座へ 137,906

支出合計 0 29,645,727
単月・支援金残高 31,002 43,832
支援金残高合計 43,832

（※）6月度に支援金のご協力いただいた小教区・個人（敬称略） 金沢教会
★名古屋教区の支援金は
　 カリタス大船渡ベースとカリタス南三陸（旧・米川ベース）カリ

タス南相馬、カリタスジャパン（東日本大震災募金）そして、福
島での活動団体を中心に支援していきます。引き続き皆様のご
支援、ご協力をお願い致します。

★支援金振込先
　郵便振替用紙にて
　 口座番号 ００８２０－５－１３７４５６ 

名義　カトリック名古屋教区カリタス福祉委員会 
　　 「東日本大震災・災害支援金」と記入願います。

　※振替口座番号、名義が変更となりました。ご注意願います。

ご連絡・問合せ先
カリタス福祉委員会
電話 052-852-1426
FAX 052-852-1422

2018年度キリシタン史勉強会のお知らせ
第2回
主税町記念聖堂 7月16日（月・祝）13：00～
金沢教会　　　 9月9日（日）14：00～
キリシタン文化を考える（青山玄神父）
仮題　 「日本に影響を与えた宣教師がもた

らしたキリスト教」

第3回
主税町記念聖堂 11月3日（土・祝）13：00～
金沢教会　　　 11月18日（日）14：00～
キリシタン禁制の歴史その1（浅井太郎神父）
仮題　 「豊臣秀吉、徳川家康、秀忠、家光

の時」

連　絡　 講師の都合により講題テーマは変更になる場合があります。
お申込み不要　参加無料（席上献金あり）。ご希望の方は各教会へお出かけください。
主　催　 カトリック名古屋教区殉教者顕彰委員会
問合せ　☎052-936-8366


